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1ヵ月間の地域医療研修を振り返って1ヵ月間の地域医療研修を振り返って
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　初期研修医2年目の6月、私はここ伊豆の地で様々
な貴重な体験をしました。入院患者さんの大半は
後期高齢者、治療は効いているはずなのにどうし
てもご飯が食べられない。これまでの研修では経
験してこなかった医療がそこにはありました。
　毎日刻一刻と変化する患者さんの治療に四苦八
苦していましたが、元気にご飯を食べて元の居場
所に戻っていく患者さんたちをみると「また頑張
ろう」と改めて仕事のやりがいを感じました。ど
んな時でも優しくご指導頂いた先生方、看護師、
薬剤師、コメディカルの方々、短い間でしたが、
大変お世話になりました。皆様と過ごした中身の
濃い1ヵ月を糧に、これからも一生懸命頑張ります。
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私が医師になった頃は卒業と同時に専門を選択し、特定の科の特定の病気しかみない
のが一般的でした。その結果専門分野の病気はみてもそれ以外がわからない医師が増え、
問題とされてきました。医師になってまもなくはさまざまな病気をみるのが良いとの考
えから、平成16年に制度が変わり、卒業後2年間は内科・外科・救急・小児など複数の
科の研修を行うことが義務付けられました。この2年間の研修の中に1ヶ月間地域医療
研修として地域の医療機関に出向することになっています。昨年までは前任地の相模原
赤十字病院（神奈川県）でみなと日赤から研修医を受け入れ、指導をしておりました。
今年度からは私の異動に伴い、みなと日赤は当院で地域研修をすることになりました。

年間12000台以上の救急車が搬送されるみなと日赤で鍛えられて優秀な研修医が1ヶ月
交代で赴任します。特に地域に根ざした医療として、往診や訪問看護など都会では学べ
ないことを習得するのを目標にしています。また、標準的な治療でも目の前の患者さん
にふさわしい治療かどうかを一緒に考えていこうと思います。是非伊豆の皆様とともに
一緒に育てていただければ幸いです。

看護師・保健師・社会福祉士が丁寧にどんなことでもご相談に応じますので是非お気軽にお電話ください。

なお相談受付時間は月曜日から金曜日、
9：00から15：00までとなります。0558-72-2182 （直通）

伊豆赤十字病院　在宅医療・介護相談窓口お問い
合わせ

具材や調味料を変えて
チャーハンやピラフなどもおススメです！

家にあるもので手軽にできます。
ミックスベジタブルを入れてもよいです。
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